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1.は じめ に

世 界史上 でヨー ロッパ とアジアが交易 の形

で接触 をもったのは,13世 紀の陸の シル クロ

ー ド
,14世 紀の海の シル クロー ドに始 まる.

特 に東洋の物産 に憧れ を抱 く,西 欧社会 に と

って,東 洋の物産 は魅力的 であ り,彼 らのさ

らな る接触 ・交流への意欲 を刺 激 した.そ れ

が西 欧社会 で 「大航海時代 」 と呼ばれ る時代

を創 出 した.

大航海時代 は,13世 紀の 中央ア ジア を越 え

て隊商 を組んでイ ン ド・アジアの富 を持 ち帰

った政治的に も不穏 な苦闘の時代 を越 えて,

15世 紀末の喜望峰 を回って遠路 なが らもポル

トガル ・スペイン ・イタ リア等の冒険企業家

に よる東洋の物産獲得意欲 に支 えられ商業的

に成功 した.ま た同時代,日 本 か らもタイ ・

イン ドネシアへ 向け朱印船 に代表 され る遠距

離貿易船 が派遣 され,海 洋ア ジアの富 と物産

を求め た時代 である.(1)

その時代 の貿易決済は銀取引 きであ り,日

本か らも朝鮮半 島また台湾 を経 由 して大量の

銀が南ア ジアに流れた.そ の後,日 本 は南ア

ジア の特産物 を沖縄 ・九州 に移植 し,徳 川幕

府の制度 的確立 と共に 「鎖 国」体制に向か う

のに対 して,ヨmッ パ は さらな る南ア ジア

特産獲得実現の ため に,中 ・南ア メ リカでの

銀採掘 の拡大 を もたらす.さ らに,そ の 中 ・

南ア メ リカか らの大量の銀 流入が ヨー ロッパ

の価格革命 を引 き起 こ し,一 般諸物価騰 貴 に

よるインフ レー ションを生 じて封建 経済の崩

壊 を早め,次 の商業 社 会 の到来 を もた ら し

た.(2)

16世 紀 の中世 ヨー ロッパ社会 において も,

スペ イン ・ポル トガル を追 ってオラ ンダ,イ

ギ リス,フ ランスが遠隔地 貿易 に進 出す る.

さらに ノルウェー,ス ウェーデ ン等の国々 も

続いた.な か で も1588年 にスペ インの無敵艦

隊 を打破 した英国海軍は,新 時代 の中心 的役

割 をつ とめ た.1603年 に創 立 された東 イ ン ド

会社 は,1833年 に独 占貿易権 を喪失す るまで

の間,強 力 な海軍商艦隊 を背景 に対 イン ド貿

易 に独 占的役 割 を果 した.(3)

さちに18世 紀 には,木 造 ク リッパー船 の全

盛時代 を迎 える.ロ ン ドンか ら喜望峰 を回 っ

てイン ドとの間に,迅 速 で大量 の紅茶輸送 を

実 現 し た 「カ テ ィ ・サ ァ ー ク号」(Cutty

Sark)に 象徴 され るグ ラス ゴウで建 造 され

た高速 ク リッパー船 は最 も有名 であ る.ま た

大西洋 ・太平 洋にア メ リカ製 の木造 ク リッパ

ー船 が活躍 した
.(4)

しか しい くら船舶 が大型化 され た として も,
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木造船 で帆船 であるか ぎ り,自 然界のルール,

海流や風 向 き等 の 自然条件 を有利 に利用で き

て も,荒 れ狂 う自然界の暴威 には全 く無力 で

あった.

イギ リスで生 じた古典 的産業革命が 人々の

生 活様式 を変 え,交 通手段 の飛躍的発展 を可

能 とした.つ ま り機械の時代 を迎 え,陸 上 で

は蒸気機 関車が走 り,海 上では蒸気船航行 の

時代 を迎 え た.航 行す る船舶 本体 の材質 が木

造か ら鉄 製に代 わ り,動 力 も無生物 エネルギ

ーの石炭 に代 わ り
,さ らに蒸 気力エネルギー

とプ ロペ ラの発 明 と実用化 によ り,自 然界に

左右 されずに人為 的なか たちでの世 界各地へ

の航行 を可能 とした.(5)

また各国のナ ショナ リズムの高揚 また 自由

資本市場 での恒常 的な ビジネス活動に,最 も

希 求 されたのは 「情報」 であった.ケ ル ビン

卿が発明 し付設 した大西洋横断 ケーブルは新

しい情報の時代 を開幕 した.そ して イギ リス

の電信ネ ッ トワー クは,1865年 にイギ リス=

イン ド間 に開設 され,さ らに1872年 に香港 ・

上海 まで延長 され た.ま たイギ リスを基準に

ヨー ロ ッパか らロシア ・シベ リアを横 断 して

進展 した電信 ライン,ま た大西洋 を横 断 した

電信 ラインのネ ッ トワー ク連結 され たのが,

地球 の裏側 に 日本 であった.⑥

2.19世 紀 後 半 の 機 械 の 都 ・グ ラ ス ゴ

ウの誕 生

世 界蒸気機関車 と蒸気船 の発 明 と実用化 は,

人類史 の新 しい近代 市民生活 を可能 とさせ た.

イギ リス資本主義 は,1840年 代 には 「世 界の

工場」 と呼 ばれ世界経済再生産機構 の中枢 と

な り,地 上 を走 る鉄道は イギ リスか ら ドーバ

海峡 ・北海 を渡 りヨー ロッパ各地へ とネ ッ ト
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ワー クを拡大 し,海 を渡 る蒸気船 は世界 の諸

港 をつ な ぎ,大 量 の工業製 品貨物 と客輸送 と

その逆 の物流 を可能 とした.(7}

この鉄道 と蒸気船 の時代 の到来は,英 国の

北地域 ス コッ トラン ドの技術革新 か ら始 まっ

た.経 済的破 綻か ら1707年 のイングラン ドと

の 「合併」 を受け入れたス コッ トラン ドは大

英帝 国の共通のパー トナー の立場 を得 て,工

業化 を開始す る.(8)

特 に一時的 ではあ ったがア メ リカ との タバ

コ貿易 は巨大 な富 を持 ち込 んだ.そ して世 界

最初 の グラスゴウ市商工会議所 を中心に世 界

各地に ビジネス可能 性を探 索 し,ス コッ トラ

ン ド人外交官 ・商人 ・学者 ・技師 ・産業 資本

家ネ ッ トワー クを利用 して,さ らに世界に進

出す る.(9)

地域 内で は先 ず1828年 のJ・B・ ニー ル

スンの熱熔鉱法の発 明が,従 来不純物が 多 く

不利用 であった土着の黒帯鉱石か ら銑鉄 を作

る画期 的な工法 によ り,英 国第一位銑鉄 生産

地域に なったばか りではな く,世 界各地へ輸

出す る世 界市場 を形成 した.(10)

なお イギ リスの蒸 気機 関車の時代 は,1814

年の スティー一ブンスンの発 明に よるス トック

トン=ダ ー リン トン間鉄 道の敷設 の成功に始

まるが,彼 の実家 はエデ ィンバ ラの燈台建 設

業者 であった.(11)

また英国内の鉄道業 ネ ッ トワー クも,国 内

市場の統一のために用 い られ,北 のス コッ ト

ラン ドと南のイングラン ドをつな ぐ各種路線

拡張ブームか ら進展 した.先 ず グラスゴウの

スプ リングバー ン地域 に蒸 気鉄道機関車製造

企業が集 中し,19世 紀末 には世 界生産 の5割

を越 える生産 を占め,そ の地か ら世 界に向け

て蒸気 機関車 が輸 出 され,「 鉄道 の都 」 と賞
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賛 され る程の繁栄 を示 した.{lz)

ス コッ トラン ドの山間僻 地や諸群 島地域 も,

ス コッ トラン ドの産業革命の進展の中で労働

力の創 出の一環 として グラスゴウ ・エデ ィン

バ ラ等 の大都市工業化 に連動 して,蒸 気船 が

労働者 を工場に送 り込 んだが,そ こには1830

年代 の鉄道時代へ の補完作用が認め られ る.

著名 な土木技師T・ テルフォル ドやJ・ レニ

ィ等の活躍 に率 い られた道路 ・運河整備 に よ

るス コッ トラン ド交通革命の進展 も挙 げ られ

る.(13)

蒸 気船 航行 は,1812年 にH・ ベ ル が 「コ

メ ッ ト号」 を発 明 し クライ ド河 を横行 し,

1819年 秋か らク リナ ン運河=ユ ラ島問の定期

航行 開始 に始 まる とされ る.(14)

この蒸気船の登場が従来の木造で帆船 の時

代 を押 しのけ,鉄 製 で蒸気機関推力で航行 す

る新 時代 を開いた.そ してス コッ トラン ド交

通革命 の影響 を受 け,ス コッ トラン ド僻地 ・

群 島 との交通ネ ッ トワー クが整備 され,イ ギ

リス社会 の富裕化 の中で庶民 のレジャー時代

も到来 し,イ ギ リス ・ヨー ロ ッパ各地 か らの

旅行者 のi数も急増 した.(15)

1840年 代 には,ス コッ トラン ドの鉄道 ・蒸

気船航行 ネ ッ トワー クは最 も広範囲に形成 さ

れ,数 多 くの鉄道会社,ま た蒸 気船会社 が誕

生 した.そ れ らス コ ッ トラ ン ド地 域 内の鉄

道 ・蒸気船会社 は,い くつかの吸収合併 を繰

り返 し,1870年 代 には3大 鉄道 ・蒸 気船会社,

つ ま りカ レ ドニア ン鉄道,ノ ー ス ・ブ リテ ィ

ッシュ鉄道,グ ラス ゴウ南西部鉄 道に吸収 さ

れていった.(16)

そ して1872年 にヴ ィク トリア女 王命で世 界

最初 の工学部欽定講座 を設定 したグラス ゴウ

大学 にお いて,新 時代 のハ イ ・テ ク ・セン タ
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一 となった同大学 の工科学系諸教授の発 明 と

改良 を実用化 して著 しい興隆 をみせ た.事 実,

世 界最 初 の鋼 鉄 船体 製 造,3・4連 鎖 エ ンジ

ン,高 圧 ボイラー,蒸 気 ター ビン ・エ ンジン,

デ ィーゼル ・エ ンジン等 の海事工学新 技術が

発 明 され,ク ラ イ ド河流 域 の造船 企 業 で試

作 ・実 用 化 され た.(17)ス レー ブ ン教 授 は

「1870-1913年 の間
,ク ライ ド河 の造船 所 だけ

で も全 イギ リスの3分 の1を 生産 し,世 界総

生産の約2割 を占め,ド イツや アメ リカの国

の総生産 量 を上 回 った」 とす る.(18)

これ ら造船工業 の興 隆は,ス コッ トラン ド

系海運業社 を助成 し,世 界の7つ の海 をつ な

ぐ大洋航海 ルー トでの活躍 を導 き出す.19世

紀世 界最 大 の海 運業社P&0社 を始 め,ベ

ン航海社,ド ナル ドソン航海社,ア ンカー航

海社,マ ッカ ラン航 海社等が発起 され,イ ギ

リスか ら世 界市場 に人 と物 を輸送 した.(19)

3.ス コ ッ トラ ン ド造 船 ・海 運 業

1833年 の イギ リス東イ ン ド会社 の独 占貿易

権 の撤廃 がア ジア ・極東 に新 しい波 を起 こ し

た.19世 紀 の中葉 には,膨 大 な経費 をか けた

英国海軍に守 られた東 イン ド会社の貿易特権

の外 に対 して 自由な貿易 を認め たこ とか らス

コッ トラン ド系 自由貿易商人が太平洋に進 出

した.ま た一 方ではア メ リカか ら太平洋 を渡

り,ア ジアに接近 す る動 きもあった.し か し,

この時代 には未 だ木造船舶 の最盛期 で,ご く

一 部 で鉄 製 部 品が 使 わ れ た にす ぎな か っ

た.(20)

新 しく喜望峰経 由イン ドへの航路に就航 し

た蒸気船 は,特 権 を失 った東 イン ド会社 の 巨

大船舶 との競争 を経験す る.然 る間に蒸気船

建 造技術 は 日進 月歩 し,よ り長い航路 に向い
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た大 型船 舶 も建 造 され た.(21)

ま た ス コ ッ トラン ドの グ ラ ス ゴ ウ ・クラ イ

ド河 流域 の 造船 業 地 域 では 多数 の蒸 気 船 が 建

造 され た.ク ラ イ ド海 上 交 通 に登 録 され た主

な造船 所 を調 べ る と,建 造 艦 数 で み る と10隻

の ラ ン キ ン ・ブ ラ ッ クモ ア社,8隻 のJ&G

トム ソ ン社,バ ー ク レイ ・カー ル社,6隻 の

A&Jイ ン グ リス社,5隻 のT・B・ シー

ス社,W・ デ ニ ィ社,ユ ー ス トン&コ ル ベ

ッ ト社,4隻 のD・ ヘ ン ダー ソ ン社,R・

ダ ン カ ン 社,W・ キ ン グ社,3隻 の ブ ラ ッ

ク ウ ッ ド&ゴ ウ ドン社,J・ レイ ド社,ラ ッ

セ ル社,ロ バ ー トソン社,ケ ァー ド社,ジ ョ

ン ・ブ ラ ウ ン社,2隻 のS・ マ クナ イ ト社,

J・ レ イ ド社,ネ イ ピア&シ ャ ン クス&ベ ル

社,ブ ラ ッ クウ ッ ド&ゴ ウ ドン社 と続 い た.

67隻 の船 舶 が 外 輪蒸 気 船 で,8隻 が ス ク リュ

ー 船 で あ り
,鉄 船 が28隻 鋼 鉄船 が46隻 とさ

れ た.(22)

また蒸 気 鉄 船 は 耐用 年 数 が30年 と思 わ れ た.

そ れ故 に建 造 され,新 型蒸 気 船 と して ス コ ッ

トラ ン ド近 海 か ら北海 を航 行 す る と,そ の ま

ま世 界 各 地 の 需 要 に 応 じて北 ア メ リカか ら南

ア メ リカ各 地,ア ジア ・オー ス トラ リア ・極

東 へ と販 売 され て い った.(23)

4.ア メ リカ海運業 と太平洋海域

19世 紀 中葉 に,ア メ リカ木造蒸気船 は,太

平洋 を越 えてアジア海域 に到来 し,ラ イバル

の喜望 峰経 由の西欧船舶 に圧倒的優位 に立 っ

た.最 初のア メ リカ蒸気船 は,中 国の広 東地

域 で活躍 した,モ ウズ レイ(Maudslay)社

が1821年 に カル カ ッタの コ ド(Kodo)社 で

組 み立 て たパ ドル式蒸 気船 「ダイ アナ号」

(Diana)で あ る.次 い で1829年 に カル カ ッ

経 済 論 集Vol.XXXII,No.1・2・3・4

タのハ ウ ラー(Howrah)ド ッ クで建 造 した

「フ ォー ブ ス号 」(Forbes)で あ る.(24)

阿片 戦 争 後 の1842年 の イ ギ リス の南 京 条 約

後 の 中 国諸 港 開港 と共 に,西 欧 諸 国 の進 出が

本 格 化 した.1856-57年 の 英 中戦 争 後 の 天 津

条約,さ らに1860年 の北 京 条約 を経 て イ ギ リ

ス の 中 国支 配 の 強化 と,ラ イバ ル の フ ラン ス

の 進 出 が続 いた.

この時 代 に,香 港=揚 子 江 流域 で活 躍 した

ア メ リカ蒸 気 船 会 社 に は,ラ ッセ ル(Rus-

sell)社,ア ウグ ス テ ィ ン ・ハ ー ト(Augus-

tineHeard)社,オ リフ ァ ン ト(Olzphant)

社 が挙 げ られ る.中 国 の最 初 に到来 した ア メ

リカ蒸 気 船 は,ラ ッセ ル社 と提 携 した フ ォー

ブ ス(R.B.Forbes)が ボ ス トンの ホー ル社

(S.Hall)社 で建 造 した木 造 双 ス ク リュー一帆

船 の 「マ イ ダ ス 号 」(Midas)で あ り,次 い

で1844年 に 同社 で 「エ デ ィス号 」(Edith)が

ボ ンベ イ経 由 の 阿 片取 り引 きに投 入 され た.

1846年 に,フ ォー ブ ス は ニ ュー ヨー ク製 の鉄

製 小 型 ス ク リュー 蒸 気船 「フ ァイア ・フ ライ

(蛍)号 」(Firefly)を 広 東=黄 哺 に 投 入 し

た.(25)

1849年 製 の ニ ュ ー ヨー ク の 木 造 パ ドラ ー

(外輪)船 「スパ ー ク号 」(Spark)の 船 長 エ

ン デ ィ コ ッ ト(J.B.Endicott)は 黄 坤 の 代

理 店 ハ ン ト(T.}lunt)と 組 ん で 運 行 し,

1865年 に は 現 地 英 米 商 人 を集 め て 香 港 ・広

東 ・マ カオ蒸 気 船(HongKong,Cannton

andMacaoSteamboat)会 社 を 発 起 し

た.(26)

しか し中 国 で最 大 の ア メ リカ系 海 運 業 は,

1821年 に ラ ッセ ル(S.Russell)に よっ て起

業 され1891年 まで続 い た ラ ッセ ル社 で あ る.

ラ ッ セ ル 社 は,長 年 イ ギ リ ス の リ ン ゼ イ
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(W.S.Lindsay)蒸 気 船 会 社 の代 理 店 を務 め

自立 し た.(27)1853年 に コ レア(T.Coller)

に よ っ て 建 造 さ れ た 「儒 教 号 」(Con-

fucious),次 い で1855年 フ ォー ブ ス社 建 造 の

「ア ン テ ロ ー プ 号 」(Antelope)が 投 入 され
,

香港=上 海 間航 行 と共 に,鎖 国 中の 日本 に も

接近 した.1856年 に は ス コ ッ トラ ン ドの ダ ン

バー トン の デニ ィ兄 弟社 で鉄 製 ス ク リュ ー補

助蒸 気 船 「ミン号 」(Min)号 を買 い入 れ て,

香港=上 海 間の 阿 片 貿易 に従 事 した.同 社 は

第2次 中英 戦 争 時 に はJ&M社 に 協 力 して

信 用 を拡 大,特 に揚 子 江航 路 を念 頭 に1862年

3月 に 上 海 蒸 気 船 航 行(ShanghaiSteam

Navigation)会 社 を設 立 した.(28)

上 海蒸 気 船 航行 会 社 はア ジア に到 来 した 多

数 の 中古 船 舶 を集 め て,効 率 よ く経 営 し成 功

したが,1869年 頃か らは新 型鉄 製 蒸 気 船 が ア

メ リカ よ りも遙 か に廉価 で ス コ ッ トラ ン ドで

購 入 で き る こ とか ら船 舶建 造 直接 注 文 を とっ

た.同 社 の 同航 路 での ラ イバ ル は,1867年 に

グ ラバ ー&ダ ウ ン社(Glover&Down)を

中 心 に 上 海 で 設 立 さ れ た 合 同 蒸 気 船 会 社

(UnionSteamEngineCo)で あ っ た.し か

しグ ラバ ー&ダ ウ ン社 の 経 営不 振 か ら1870年

に オ リフ ァ ン ト社 に委 譲 され た.(29)

ま た 倒 産 の 時 に 「グ レ ン ガ イ ル 号 」

(Grengyle),「 ツ ン シ ン 号 」(Tunsin)を 得

た ロ ン ドンの木 綿 貿 易 商 で あ った ス ワ イア 親

子 は,1867年1月 に上 海 で 「バ ター フ ィー一ル

ド&ス ワ イアー 社 」(Butter丘eld&Swire)

を設 立 し た.そ して1872年 に は合 同上 海 蒸 気

船 会 社 を 吸 収 し て,リ バ プ ー ル の ホ ル ト

(A.Holt)社,ま た青 煙 突(BlueFunnel)

航 海 社 の 援 助 を得 て 中 国 航 行 会 社(China

NavigationCo)を 設 立 し,上 海蒸 気 航 行 会

政 巳 二19世紀西欧勢力 とアジア太平洋世界 2工

社 を凌駕 して い き,1877年2月 に全 商 艦 隊 を

握 りア メ リカ蒸 気 船 企 業 は終 焉 した.(30)

次 い で ア ウ グス チ ン ・ハ ー ド社 は,1840年

に ラ ッセ ル社 の パ ー トナ ー で あ ったヘ ラ ル ド

が 友 人 の クー リ ッ ジ(J.Coolidge)と 組 ん

で発 起 した.当 初 は 中古船 舶 で の営 業 を掲 げ

たが,次 い でア メ リカへ 大 型 木 製蒸 気 船 を注

文 し,そ れ を部 品 で送 り込 み,中 国 で再 組 み

立 てす る方 法 を思 いつ い た.そ して1863年 に

は黄 哺 で 「キ ン シ ャ ン号 」(Kinsham)を 完

成 させ 香 港=広 東 航 路 に 投 入 し た.次 い で

1865年 秋 に,ア ウ グ ス テ ィ ン ・ヘ ラル ド社 が

バ ッ クア ップ して香 港 ・広 東 ・マ カオ蒸 気船

会 社 を作 り,さ らに1868年 夏 には 中国海 ・サ

イ ゴ ン ・海 峡 蒸 気 船(ChinaSea,Saigon

andStraitsS.S.)会 社 と も協 定 を結 び,多

数 の 中古 船 舶 を購 入 して短 距 離 沿 岸航 行 に活

躍 した.さ らに 同社 は,中 国 と 日本 に い くつ

か の代 理 店 を開 き,ブ ッシ ュ社 の ベ ンチ ャー

会 社 の ニ ュー ヨー ク ・ロ ン ドン&中 国蒸 気 航

行 会 社(NewYork,LondonandChina&

Co)と も契 約 して,ニ ュ ー ヨー クへ の 直行

便 を保 有 したが,1875年 に倒 産 した.(31)

オ リフ ァン ト社 は,1828年 に オ リフ ァ ン ト

(D.W.Olyphant)に よ っ て起 業 され1878年

まで 存続 した.同 社 は ア メ リカ人 宣教 師 団 の

中国大 陸 で の活 動 を支 え,阿 片 貿 易 に荷 担 し

なか った.オ リフ ァ ン ト社 は1861年 に ジ ョイ

ス(R.Joyce)社 建 造 の木 製 外 輪蒸 気船 「ポ

ヤ ン グ号 」(Poyang),1862年 に 同社 建 造 の

木造 プ ロペ ラ船 「タ キア ン グ号 」(Takiang),

1864年 に イ ン グ リス(J.Inglis)父 子 社 で建

造 され た鉄 製 外 輪 大 型 蒸 気 船 「キ ウ キア ン グ

号 」(Kiukiang)を 用 い,筆 頭 株 主 オ リフ ァ

ン ト(R.01iphant)の も とで揚 子 江 流 域 の
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通商 に活躍 した.(32)

1868年 夏 に,オ リファン ト社 は路線拡大 を

め ぐって上海蒸気航行会社や合 同上海蒸 気航

行会社 との熾烈 な競 争に遭遇 し,最 終的には

敗北 し,む しろ上海=厘 門e汕 頭,さ らに香

港=九 竜 島さ らに 日本 か ら北中国の牛荘 まで

の沿岸通商 に活躍 した.(33)

5.イ ギ リス海 運 業 の イ ン ド以 東 へ の

進 出

ロン ドン在 の船舶斡 旋業者B・M・ ウィ

ル コ ックスが シェ トラン ド島 出身のA・ ア

ンダー ソン とパー一トナー を組 みダブ リンの船

舶 業 者R・ ボー ン を入 れ て,1838年 にP&

0(ペ ニ ンシュラ ・オ リエ ンタル航行)社 を

創立 しポル トガル=ロ ン ドン港 に就航 させ た.

18世 紀以来,ロ ン ドンのテームズ河沿 いの造

船業者 で 「東 イン ド人」(EastIndiaman)

と呼 ばれ る貿易商人が東イ ン ド会社の帆船 ビ

ジネス を独 占していた.当 時,東 イン ド会社

はイギ リスの東洋航路 を独 占し,特 定の造船

業者 ・船主 とのみ傭船 契約 をして いた.ロ ン

ドン ・テー ムズ河沿いの造船業者 は,ア ジア

海運 ビジネスの拡大に関心 をもち,1815年 の

ラスカー ル条約 と呼ばれ る登録条例に よ り,

イン ド建造船や水夫の 「外 国」扱 い とした.

一 方
,1823年 の 東 イ ン ド貿易 条例 に よ り,

350ト ン以下 の イギ リス船舶 の イ ン ド洋航行

と沿岸貿易へ の参 画が認め られた.そ の結果,

ヨー ロ ッパ型 帆船 の イン ド造船業への需要は

減少 した.(34)

またテー ムズ河周辺のイギ リス帆船建 造 も

規格 統一 が 図 られ,1836年 トン税 測 定 法,

1845年 の商船法が決 め られ,外 洋航路か らの

イン ド海運の締め出 し とイギ リス海運業の イ
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ン ド ・ア ジア近 海 航 路 へ の進 出が 見 られ た.

そ して1834年 に東 イ ン ド会 社 の 貿易独 占権 が

撤 廃 され る と,東 イ ン ド会 社 の大 型 帆船 は石

炭貯 蔵 船 と化 した.(35)

19世 紀 中葉 の イ ギ リスか ら イン ド ・中国航

路 へ の 主役 は,喜 望 峰 経 由 で快 速 走行 す る3

本 マ ス トの全 装 帆船 テ ィ ・ク リッパ ー で あ っ

た.こ の ク リッパ ー 船 の 原 形 は ア メ リカの ボ

ル テ ィ モ ア 製 と され,最 も賞 賛 さ れ た の は

1784年 に ニ ュー ヨー クか ら広 東 へ6カ 月 間 を

か け て航 行 した 「エ キ スプ レス ・オ ブ ・チ ャ

イナ 号 」(ExpressofChina)と され る.ナ

ポ レ オ ン戦争 中 に,ヨ ー ロ ッパ茶 が 激 減 した

時 に,ク リッパ ー 船 ビ ジネ ス に大 きな刺 激 と

な っ た.

ま た1848年 に ゴー ル ド ・ラ ッ シュ以 降,ホ

ー ン岬 経 由 で ニ ュー ヨー ク とサ ン フ ラ ン シ ス

コ を100日 で結 ぶ カ リフォ ル ニ ア ・ク リッパ

ー が登 場 し大 きな注 目を浴 び た
.こ の ク リッ

パ ー は復 路 に,サ ン フ ラ ン シス コか ら太 平 洋

を横 断 し中国へ 行 き,中 国茶 をサ ン フ ラ ン シ

ス コ ・ボス トンへ と輸 送 した.(36)

さ ら に 阿 片 戦 争 後 の 米 中望 厘 条 約 締 結,

1849年 の イギ リス航 海 条約 の撤 廃 を受 け て,

ア メ リカ ・ク リッパ ー船 は 中 国茶 を ロ ン ドン

へ 輸 送 す る東 洋 航 路 ま で進 出 した .中 国 官 憲

の取 り締 ま りを逃 れ て銀 通 商 と麻 薬 密 貿 易 を

扱 う 「麻 薬 ク リ ッパ ー 」 と呼 ば れ る イ ギ リ

ス ・ア メ リカ船 が横行 した が,1858年 の 天 津

条 約 で 阿 片 貿 易 が 合 法 化 さ れ る と衰 退 し

た.(37)

ア メ リカ海 運 業 も,1807年 に ア メ リカの ハ

ドソ ン湾 で,ス コ ッ トラ ン ド人 移 民 のR・

フル トンが木 造 外 輪船 「ク ラモ ン ド号 」 を就

航 させ た.ア メ リカ は イ ギ リス に 比 し て 運
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河 ・道路 建設が遅 れ,汽 船 につ いて も関心 は

薄 か った.

イギ リスは1830・40年 代 に陸上では蒸気鉄

道輸送,海 上では沿岸航路 を確 立 し,外 洋航

路 に向か う時代 であった.蒸 気船 は帆船 に比

して,馬 力 と速 力 さらに確 時性に優 れ,風 向

きや潮流に も関係 な く最短距離 を航行 で き,

イギ リス本国 と世 界各地 の植 民地 をつ な ぐ待

望 の交通手段であ った.し か し蒸 気船 は建造

費がか さみ,常 時,運 行 に石炭 を必要 とす る

ことか ら簡単には木造船への代 替はで きなか

った.(38)

イ ギ リスは大英 帝 国の社会 経 済体 制 の確

立 ・維持 を 目的 として,海 運省 を通 して植 民

地各地 を連結す る郵便汽船航路 を作 り,代 表

的な民 間蒸気船会社 に対 して高額補助金 と航

路独 占権 を与えた.こ の政策の恩 恵に より,

外洋航路での蒸気船 の帆船へ の優位が確立 さ

れ た.事 実,P&0社 に続 い て,1860年 ま

でにキュナー ル社が北大西洋航路,太 平洋蒸

気船会社 が南ア メ リカ太平洋航路,王 立郵 便

会社が西 イン ド諸 島航路 に参 画 し,世 界的規

模 での定期 的航 海 ネ ッ トワー クが形 成 され

た.(39)

当時,イ ギ リスか らイン ドへ は地 中海か ら

エ ジプ ト・紅海 ・ア ラビア海経 由の陸上ルー

ト,次 に2つ の海上ルー ト,つ ま り地 中海か

らチ グ リス ・ユ ー フ ラテ ィス河 か らペ ル シ

ア ・ア ラビア海航路,さ らに東 イン ド会社 の

喜望 峰 ルー トであ った.旅 程 の安 全 また季

節 ・気候条件に制約 された.イ ン ドに住 むイ

ギ リス人に とっては,ロ ン ドンか ら迅速 ・か

つ規 則的に航行 で きる蒸気船開通 は,長 年 の

悲願 であった.(40)

イギ リス ・イン ド両政府か ら補助金 を得 て,

19世紀西欧勢力 とアジア太平洋世界 z3

航路 の拡張 を 目指 したP&0社 や カル カ ッ

タ在の イギ リス人社 会 の発 起 したBI社(ブ

リティッシュ ・イン ド蒸気船航行会社)が 設

立 され,前 者 は外洋航路 を中心 に,後 者は イ

ン ドを中心 としての支線航路 を拡充 した.事

実,P&0社 は,1840年 に イ ギ リス=ア レ

クサ ン ドリア間,1845年 に はセ イロン=ペ ナ

ン=シ ンガポー ル=香 港間 に,1852年 には シ

ンガ ポー ル=シ ドニー問,1854年 には東 イン

ド会社 最 後 の牙城 であ ったボ ンベ イ=ア デ

ン=ス エ ズ運 河 間航 路 に割 り込 み,P&0

社 の東洋への郵 便体 制 を確 立 して いった.さ

らに1848年 には香港=マ カオ間,1850年 には

香港=上 海間,1859年 に上 海=長 崎間,1867

年には横浜e上 海=香 港へ と航 路支線 を伸展

した.(41)

そ してイギ リス海軍は,外 洋航路 を管理下

に置 き,P&0社 等の 民 間蒸 気 船会 社 と補

助金 を初め航 路 ・寄港地 ・配船頻度 ・航海所

要 日数 さ らに郵便船 の軍事擬装や有事 での協

力体 制 を決 め た.事 実,P&0社 等 の 民 間

蒸気船が1840-42年 の阿片戦争,1852-56年 の

第二次 ビルマ戦 争,1853-56年 の ク リ ミア戦

争,1857-58年 のセ ポ イの反 乱,ア ロー戦 争

に際 して,兵 士輸送船 として活躍 した.多 く

の個 人企業か も活躍 したが,な か で も1810年

以来ベ ンガルに住 み 「自由貿易商」 を名 のっ

てい たグ ラス ゴ ウ出 身の マ ッキノ ンはR・

マ ッケンジー とパー トナー を組 み,1847年 以

降 にグラス ゴウ ・リバプー ル=カ ル カッタ間,

またカルカ ッタ=オ ー ス トラ リア ・中国間 を

開 き,1856年 にはカル カ ッタ=ラ ングー ン間,

1861年 にはカルカ ッタ=ビ ルマ間,翌 年 には

ボンベ イ=ペ ルシア間に航路 を開 いた.さ ら

に1862年 にはBI社 傘 下 に入 り,カ ル カ ッタ



24季 刊 創 価

とア ジ ア諸 港 間 の 航 路 を拡 大 した.ま たマ ッ

キ ン ノン は1872年 に ア デ ン=ザ ン ジバ ル=ナ

ター ル 間 の郵 便事 業 契約 を獲 得 して,東 ア フ

リ カ を視 野 に 入 れ て の 英 帝 国 東 ア フ リ カ

(ImperialBritishEastAfricaCo)の 設 立

を企 画 した.か くて1860年 代 に始 ま る本 格 的

な鉄 製蒸 気 ス ク リュ ー船 時 代 を前 に,P&0

社 が 外 洋 航 路,BI社 が 沿 岸 ・近 海 航 路 を担

当 す る大 英 帝 国 の ア ジ ア 汽 船 航 路 体 制 が 整

備 ・確 立 され た.(42)

その他,ア ジア海 上 市 場 に 向け て は,英 国

の ラ イ バ ル の フ ラ ン ス 帝 国 郵 船(French

MessageriesImperiales)や オ ラ ン ダの オ ラ

ン ダ ・イ ン ド汽 船 会 社(Netherlandsch-

IndischeStoomvaatMaat-sxhappij)が 進

出 し た が,両 者 の 規 模 も活 動 も,P&0社

とB&1社 を もつ イ ギ リス 海 軍 ・商 艦 隊 に

匹敵 で き る もの で は なか った.事 実,1866年

に は,P&0社 は43隻 の 郵 便 汽 船(総 トン

数6万7195ト ン),B&1社 は22隻 の 郵 便 船

(総 トン数1万8660ト ン)を 持 つ大 合 同 海 上

勢 力 で あ った.(43)

6.i年 代 の ア ジ ア ・極 東 海 域 とイ

ギ リス海運 業 者

1861年 に,中 国 の揚 子 江 が 開放 され た 時,

P&0社 が イ ン ド=セ イ ロ ン=海 峡 植 民

地=中 国間 の 蒸 気船 航 行 ビジ ネ ス を独 占 して

い た が,ア プ カ ー ル 社 とJ&M社 が カ ル カ

ッタ=香 港 間 ビ ジネ ス を寡 占 した.(44)

中 国へ の蒸 気船 ビ ジ ネ ス は,1829年 にJ&

M社 のJ・ マ セ ソ ンが カ ル カ ッ タ建 造 の小

型蒸 気 船 「フ ォー ブ ス号 」(Forbes)を チ ャ

ー タ ー し て 帆 船 「ジ ャ メ ジ ナ 号 」

(Jamesina)を 牽 引 して 向か っ た こ とか ら始
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ま る.1834年 の東 イ ン ド会 社 の 貿易 独 占撤 廃

が,多 くの 貿易 業 者 に極 東 へ の 貿易 拡 大 の刺

激 を与 え たが,実 際 に は1842年 の 阿 片戦 争 終

了 まで イ ン ド=中 国 間 の蒸 気船 航 行 は な か っ

た.

1843年6月 に南 京条 約 が批 准 され,外 国 人

に上 海 ・慶 門 ・福 州 ・寧波 の港 が 開 放 され る

と,イ ギ リス は先 手 を打 っ て 香港 の植 民 地化

を図 った.そ の結 果,イ ギ リス ・西 欧 諸 国 か

ら見 る と自由化,つ ま り従 前 の東 イ ン ド会 社

の 貿易 特 権 の廃 止 と中国側 で の伝 統 の朝 貢 貿

易 の廃絶 を意 味 して い た.そ して蒸 気 船 航行

に よ り,中 国か ら絹 ・香料 が ヨー ロ ッパ に運

ばれ,ヨ ー ロ ッパ か ら近代 工 業 製 品 の他 に イ

ン ドか ら紅茶 ・銀 ・阿片 が 中 国へ と運 ばれ た.

特 に1853年 頃 に はP&0社 の イ ン ド=中 国

間 の貿 易 は安 定 化 した.ま た航 路 も,取 扱 通

商 量 の増 大 か ら ロ ン ドンeボ ンベ イ間 とカ ル

カ ッ タ=中 国 間 を 分 け て 航 行 す る に 至 っ

た.(45)

1856年 に,ク リ ミア戦 争 が 終 結 しパ リで講

和 条 約 が 結 ば れ る と,P&0社 の ボ ン ベ

イ=香 港 港 が 通 常 に戻 り,さ らに数 多 くの船

舶 が 投 入 さ れ た.1855年 に6月 に,P&0

社 創業 者 の孫 に あ た る ウ ィ リア ム ・ケ ズ ウ ィ

ッ ク(WilliamKeswick)を 「ア ゾ フ号 」

(Azof)で 長 崎 に派 遣 して,中 国=日 本 航 路

を探 索 した.そ の後1866年7月 に 「カ デ ィス

号 」(Cadiz)を 投 入,さ ら に 「エ メ ユ 号 」

(Emeu),「 チ ャ イ ナ 号 」(China)等 の 数 隻

を加 え た.「 カ デ ィ ス 号 」 は1855年 に ポ ー

ト ・グ ラス ゴ ウの ブ ル ン社(JohnBourne)

で建 造 され た が,ま た 「エ メユ号 」 は1852年

に グ ラス ゴ ウの ネ イ ピア 造 船 所 で,「 チ ャ イ

ナ 号 」 は1855年 に グラ ス ゴ ウ ・バー ケ ンヘ ッ
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ドの ジ ョ ン ・レ ア ー ド(JohnLaird)社 で

建 造 され た.(46)

多数 の群 小 の イ ギ リス 系 海運 業 会 社 が 参 画

した.ボ ンベ イ=ガ ー ル=香 港 航 路 に は,当

初 ボ ン ベ イ蒸 気 船(BombaySteamer)用

に建 造 され,阿 片 貿 易 で 富 を得 た ブ ッ シ ュ

(Bush)社 の リ ッ チ フ ィ ー ル ド(W.H.

Lichfield)船 長率 い る 「サー ・チ ャー ル ズ ・

フ ォー ブ ス号 」(SirCharlesForbes)が 参

画 した.1854年 に グ リー ノ ッ クで建 造 され た

鉄 製 ス ク リュー 蒸 気船 が ボ ンベ イeカ ラチ=

セ イ ロ ン に 「シ ンデ ィ ア ン号 」(Scindian)

と称 して投 入 され た.ま た1857年 に は イ ン ド

人資 本 家 を中心 に ボ ンベ イ=上 海 間 の 蒸 気船

企 画 の ボ ンベ イ 商業 蒸 気 船 航 行 会 社(Bom-

bayMercantileSteamNavigationCo)が

発 起 され,同 年 に ノー サ ンバ ラ ン ドとサ ンダ

ー ラ ン ド建 造 の 各1隻
,グ ラス ゴウの デ ニ ィ

社 か ら1隻 の3隻 の鉄 製 ス ク リュー蒸 気船 を

購 入 して 営 業 を 開 始 し た が,P&0社 に 比

べ て 不 安 定 で あ っ た .(47)さ ら に1859年10月

に,ボ ンベ イの新 しい商 人 グル ー プ が 中 国商

業 航 行 蒸 気 船 会 社(ChinaMercantile

SteamNavigationCo)を 起 業 した.こ れ

ら2会 社 が ボ ンベ イ を 中心 に地域 海運 業 で活

躍 した.(48)

次 に カル カ ッタ=中 国 航 路 に は,3つ の類

の 航 海 会 社 が 登 場 す る.つ ま りP&0社,

そ の ラ イバ ル会 社,さ ら に群 小 の諸 会 社 で あ

る.そ こに3つ の時期 と様 式 が見 受 け られ た.

先 ず1850年 代 のP&0社 の カ ル カ ッ タ=香

港 航 路 は,東 方 蒸 気船 航 海(EasternSteam

Navigation)社 で使 わ れ て い た 時 代 後 れ の

木 製 パ ドル式 蒸 気船 が使 わ れ,次 い で ボ ンベ

イ航 路 に使 われ て いた外 輪 式 蒸 気船 と最 新 鉄
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製 ス ク リュー船,そ して適 切 な推 力 と容 積 を

持 ち,そ の 多 くは 「上海 号 」,「 中 山号 」,「 台

湾 号 」 等 の 中国名 を もつ 最 新 式 注 文 船 で あ っ

た.つ ま り当初 は カ ル カ ッタか らオー ス トラ

リア航 路 向け に考 え られ たが,外 洋 航 路 船 と

して は小 型 で鈍 速 で あ った ため,中 国航 路 に

落 ち着 い た経 緯 が あ る.そ して ラ イバ ル汽 船

も大 型化 し,カ ル カ ッ タ=香 港 間 航 路 で の,

P&0社 と諸 会 社 の 競 争 は 激 化 し,運 賃 の

値 引 き競 争 も生 じた.(49)

同航 路 で の 主要 な ライバ ル 企 業 を挙 げ る と,

ロ ン ドンに本 店 を置 くス コ ッ トラ ン ド系 の デ

ン ト社,J&Mの2社,あ とイ ン ドの カ ル

カ ッタに 置 くア プ カー ル(Apcar)で あ っ た.

デ ン ト社 は,1851年 に ア メ リカの ニ ュー ヘ ブ

ンの グ レ イ(JohnGray)社 で 当 時最 新 高 速

の 木 造 ス ク リュー 蒸 気船 「パ ウ ・シュ ン号 」

(PauShung)を 作 り,便 数 は少 な い が カ ル

カ ッ タ=香 港 間 を3月 間 ご とに定 期 航 行 す る

航路 を開 き,中 国の 沿 岸 貿易 で 活躍 した.(50)

J&M社 は,P&0社 が カ ル カ ッ タ=中

国 間 に参 画 して くる まで イ ン ド貿易 を独 占 し

て お り,J&M社 は1852年 に ロ バ ー ト ・ネ

イ ピア社 製 の ビー ム 式 ギア ・エ ン ジン を搭 載

した木 造 ス ク リュ ー新 造 船 「ラ リス トン号 」

(Lariston)を 購 入 して イ ン ド=中 国 間 を航

行 させ たが,1853年4月 に香 港 近 くでア メ リ

カ 帆船 「プ リス マ号 」(Plymouth)と 接 触 ・

座 礁 ・沈 没 した.同 社 は直 に ロバ ー ト ・ネ イ

ピア社 に大 型 高速 鉄 製 蒸 気 ス ク リュ ー船 「ラ

ン ス ・フ ィ ー ル ド号 」(Lancefield),「 フ ィ

エ リィ ・ク ロス号 」(FieryCross)を 建 造 し

て 同航 路 に投 入 し,P&0社 よ りもZ-3日

早 い 航行 を可 能 と した.(51)

J&M社 は 同 航 路 で か な りの 成 功 を収 め
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たが,他 業務 へ の拡 大 か ら航 路 維持 に 関心 を

失 い,2隻 を各 自,外 国船 を欲 して い た 日本

の長 州 藩 に 売 却 して 「ジ ン ジ ュ 号 」(Jinju),

薩 摩 藩 に 売 却 し て 「永 平 号 」(Eihei-Maru)

とな っ た.(52)

1855年 頃 にP&0社 の ラ イ バ ル航 行 社 と

して ア プ カー ル社 が 参 入 した.同 社 の 中国代

理 店 ギ ッブ ・ リヴ ィ ン グ ス トン(Gibb&

Livingston)社 に,1855年 に レ ンブ リュ ー の

ヘ ン ダー ソ ン(JamesHenderson)父 子 社

が 建 造 しマ ク ナ ブ&ク ラー ク(M'Nab&

Clark)社 製 の 最 新 エ ン ジ ン を搭 載 した 「ラ

イ トニ ン グ号 」(Lightning)が 配 船 され たが,

J&M社 の 「ラ ン ス フ ィー ル ド号 」 よ り も

2-3日 早 く航 行 した.そ の 後,1857年 バ ー一

トプ ル建 造 の補 助 ス ク リュー船 「ア ル メニ ア

ン 号 」(Armenian)が,1859年 に は ケ ン ト

の ラ ン グ レ イ(C.Langley)社 建 造 で ダ ジ ョ

ン 製 エ ン ジ ン を搭 載 し た 「サ ン ダ ー 号 」

(Thunder),さ らに1858年 夏 には,ス コ ッ ト

ラ ン ド ・ダ ン バ ー トン(Dumbarton)の デ

ニ ィ(WilliamDenny)兄 弟 社 で建 造 され た

新 船2隻 「カ ー サ ー ジ 号 」(Carthage)と

「テーベ ス号 」(Thebes)が 追 加 され た
.(53)

この カ ル カ ッタ=香 港 航 路 に は,上 記 の3

社 以外 に個 人 的 航 海 業 者 も現 れ,不 規 則 なが

ら も魅 力 あ るビ ジネ スに参 画 した.ニ ュー カ

ッ ス ル の 銀 行 業 者 ビ ッ ゲ(MatthewR.

Bigge)所 有 の1855年 に ノー サ ンバ ー ラ ン ド

の リヴ ィ ン グス トン造船 で建 造 され た鉄 製補

助 ス ク リュ ー 船 「ク ィー ン ・ヴ ィ ク ト リア

号 」(QueenVictoria)が,デ ン ト社 の 契約

雇 用船 と して稼 働 した.ま た国家 議 員 で有 名

な 海 運 業 研 究 家 の リ ン ゼ イ(WilliamS.

Lindsay)が 中 国 の代 理 店 ラ ッセ ル 社 と契 約
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して,1856年 頃か らロ ン ドン=喜 望 峰=モ リ

シ ャ ス=セ イ ロ ン=マ ドラス=カ ル カ ッタ航

路 に参 画 した.同 社 の船 舶 は1854年 に りヴ ィ

ン グ ス トン造 船 の鉄 製 補 助 ス ク リュー 蒸 気 船

「タ イ ン ・マ ウ ス 号 」(TyneMouth)
,1856

年 に クラ イ ドで建 造 され た 「ス コ ッ トラン ド

号 」(Scotland)が あ っ た が,時 に は 揚 子 江

まで ビジ ネ ス活動 を展 開 したが,最 終 的 に は

1861年 に ア メ リカ 人 船 主 の カ ニ ン グ ガ ム

(EdwardCunningham)に 売 却 され た.(54)

また リンゼ イ社 用 に1856年 に ポー ト ・グラ

ス ゴ ウ の ロ ウ レ ン ス ・ ヒ ル(Lawrence

Hill)社 で建 造 され た鉄 製 補 助 ス ク リュ____,,.,

気 船 「イ ン グ ラ ン ド号 」(England)が,喜

望 峰=イ ン ド貿 易 の衰 退 か ら1858年 頃 か らカ

ル カ ッ タ=香 港 航 路へ 投 入 され た.ま たハ ー

トプ ー ル で リンゼ イ社 用 に建 造 され た鉄 製補

助 ス ク リ ュ ー 蒸 気 船 「ア イ ル ラ ン ド号 」

(lreland)が 一 時 ポル トガ ル に売 られ た後,

イ ギ リス 木 造 船 「ウ ィ ル ア ム ・フ レ デ リ ッ

ク」(WilliamFrederick)を 牽 引 して 香 港

に 入 り,中 国か ら ヨー ロ ッパ へ の茶 貿 易 を直

行 した最 初 の蒸 気 船 とな った.し か し 「イ ン

グ ラ ン ド号 は,最 終 的 に は1861年 に薩 摩 藩 へ

売 却 さ れ 「テ ン ユ ウ ・ マ ル 」(Tenyu

Maru)と な った.(55)

そ の 他,P&0社 創 立 時 の 理 事 の ひ と り

のハ ー トレ イ(JamesHartley)が ロ ン ドン

と ダ ラ ム(Duraham)で 知 人 を 集 め て,

1857年5月 に ウェ ス トハ ー トプ ー ル蒸 気 船 航

行 社 と連 係 し て リンゼ イ社 の 委 託 を受 け て

「ジ ェ イム ズ ・ハ ー トレイ号 」(JamesHart -

1ey)を 極 東 で の 海 運 業 に 送 り,デ ン ト社 の

手 配 で香 港 中心 の委 託 貿 易 で活 躍 した.(56)

さ ち に1854年 に ケ ル ヴ ィ ン ホ ウ(Kelvin一
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haugh)の ア レ ク サ ン ダ ー ・ス テ ィ ー ブ ン

(AlexanderStephen)父 子社 が グ ラ ス ゴ ウ

のベ ル社 用 の建 造 した 「ベ ル 号 」(Bell)が

1857年 に蒸 気 ス ク リュ ー船 と して改 装 され イ

ン ド航 路 を 走 っ た.ま た個 人 船 主 と し て,

1857年 に グ リー ノ ッ クで建 造 され た鉄 製 蒸 気

ス ク リュー 船 「ヴ ィ ス カ ウ ン ト ・カ ニ ン グ

号 」(ViscountCanning)が1859年 春 に カ ル

カ ッタか ら香港 へ 到 来 し数 回 の航 行 後,サ イ

ア ム(タ イ)へ 売 却,「 ウェー ル ズ皇 太 子 号」

(PrinceofWales)と 改名 され,1870年 頃 ま

で香 港=バ ン コ ッ ク航 路 で活 躍 した.(57)
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7.苦 力貿易 蒸気船 と中国人海運会社

1850年 代 の後 半 の ア ジア ・極 東 で活 躍 した

西 欧 の蒸 気船 に,中 国 人 下 層 労働 者(苦 力)

貿易 を扱 うイギ リス船3隻,フ ラ ンス船2隻

が あ っ た.最 初 に シ ン ガ ポー ル経 由 で 中 国海

域 に 到 来 し た の は,1856年 に ナ ン ト

(Nantes)で 建 艦 され た 「チ ャー ル ズ ・マ ル

テ ル号 」(CharlesMartel)と 「フ ラ ン ソ ワ

1号 」(Francois)の2隻 で,香 港 代 理 人 に

フ ェ レス(V.Feres)を 置 き,中 国 か らフ ラ

ン ス また西 イン ド諸 島へ の 「廉 価 な労 働 力 」

を輸 送 した.(58)

3隻 の イ ギ リス船 は,1858年 か ら苦 力貿 易

に参 画 した 「モ ウ リシ ャ ス 号」(Mauritius),

「ク レオ パ トラ号 」(Cleopatra)
,「 ス コ シ ア

号 」(Scotia)で あ った.「 モ ウ リシ ャ ス号 」

は ブ ラ ッ クウェル の メ イ社 建 造 の鉄 製 補 助 ス

ク リュー船 で,ク リ ミア戦 争輸 送 に活 躍 した

後 に,1858年2月 に 香港 の黄 哺(Wampoa)

ドッ クで 改装 され,ギ 』ップ ・リヴ ィン グ ス ト

ン社 手 配 で の苦 力 労働 者輸 送 に あ た っ た.そ

の 後 「モ ウ リ シ ャ ス 号 」 は1862年 に 東 イ ン

z7

ド ・ロン ドン海 運(EastIndia&London

Shipping)に 売 却 さ れ 「ロ シ ア 号 」(Rus-

sia)と な る.「 クレ オ パ トラ号 」 は本 来 は ア

ン グ ロ ・ブ ラ ジ ル 蒸 気 船 航 行 社(Anglo-

BrazilianSteamNavigation)用 に建 造 さ

れ た が,そ の 後 オ ー ス トラ リア,カ ナ ダ と

転 々 として,リ バ プ ー ル商 人 の 手 で カル カ ッ

タ=香 港=サ イ ア ム=ハ バ ナ 間 の苦 力隷 貿易

で 使 わ れ,最 終 的 に は ア フ リ カ 蒸 気 船

(AfricanSteamShip)会 社 に売 却 され た.

「ス コシ ア 号 」 は ロ バ ー ト ・ス テ ィ ー ル社

製 の鉄 製 ス ク リュ ー 蒸 気 船 で 作 られ,ギ ッ

プ ・リヴ ィン グ ス トン社 の 手 配 でハ バ ナへ の

苦 力輸 送 に従 事 し,1867年 に は イ ギ リス ・イ

ン ド蒸 気 船 航 行 社(BritishIndiaSteam

Navigation),1876年 に は マ レ イ シ ア の ペ ナ

ン(Penang)の 海 運業 者 に売 却 され た.(59)

第 二次 英 中戦 争 の時代 に,中 国 を中 心 に 活

躍 した船 舶 に は,い くつ か の グル ー プ と10隻

の船 舶 が 挙 げ られ る.先 ず1854年 に ス コ ッ ト

ラ ン ドの レ ア ー ド(JohnLaird)社 で 南 ア

フ リカ ・総 合 蒸 気 船 航行(SouthAfrican&

GeneralSteamNavigation)社 用 に建 造 さ

れ た鉄 製 ス ク リュー 蒸 気船 の 「バ ピア ナ号 」

(Bahiana),「 イ ン ペ ラ ドー ル 号 」(lmper-

ador),「 イ ンペ ラ ト リズ 号 」(lmperatriz)

が挙 げ られ るが,ク リ ミア 戦 争 時 に は 英 ・仏

両 政 府 の要 請 で調 達 され た.そ の 後 「バ ピア

ナ号 」 は母 国 ス コ ッ トラ ン ドと香港 を雑 貨 輸

送 船 を経 て 西 イ ン ド ・太 平 洋 蒸 気 航 行 会 社

(WestIndia&PacificSteamNavigation)

に渡 った.ま た 「イ ンペ ラ ドー ル号 」 は マ レ

イ シア海 域 で の通 商 に従 事 し 「インペ ラ ドリ

ス号 」 はデ ン ト社 との 契 約 で イ ン ドか らイ ギ

リスへ の最 初 の 紅茶 運搬 蒸 気 船 とな っ た.そ
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の後 後 の2隻 は フ ラ ンス の大 西 洋総 合 航 行 社

(CompagnieGeneraleTransatlantique)に

売 却 され,各 自 「タ ン ピ コ号 」(Tampico),

「ベ ラ ・クル ス号 」(VeraCruz)と 改名 して

用 い られ た.(60)

1852年 に喜望 峰 を回 って オー ス トラ リア行

きの オー ス トラ リア 王 立 郵 便 蒸 気 航 行 会 社

(AustralianRoyalmailNavigationCo)が

設立 し,ミ ル ウ ォ ル(Millwa11)の ジ ョン ・

ス コ ッ ト ・ラ ッセ ル(JohnScottRussell)

社 建 造 の 「ア ドレ イ ド号 」(Adelaide),グ

リー ノ ッ クの ス コ ッ ツ父 子社 建 造 の 「メル ボ

ル ン号 」(Melbourne),ダ ンバ ー トンの ウ ィ

リア ム ・デ ニ ィ社 建 造 の 「シ ドニ ー 号」

(Sydney)を 保 有 した が,1854年 に は ク リ ミ

ア戦 争 に徴 用 され,そ の後 イ ン ドを中心 に 活

躍 し た の ち,「 ア ドレ イ ド号 」 と 「シ ドニ ー

号 」 はエ ジプ ト政 府 に売 却,「 メル ボ ル ン号 」

は ロン ドン ・リバ プ ー ル 商 人 の手 をへ てア ジ

ア航 海 に従 事 した.(61)

また独 立 的 な事 業船 として,1855年 にベ ル

フ ァー ス トの ピ ック ソ ン社(R.Hickson,著

名 なHarland&Wolf)建 造 の鉄 製 蒸 気 ス ク

リュ ー船 「シ ア ソネ ス」(Khersonese)が 挙

げ られ る.当 初 は地 中海航 路 に作 られ たが,

ク リ ミア戦 争 後 に大 西 洋航 海,つ い で1860年

頃 か ら香 港 航 路 に参 画,そ の後 ロ ン ドン投機

商 人 に 帆船 と して使 われ,1899年 に オ ラ ン ダ

に売 却 され た.(62)

さ ちに この時代 の 中国 周 辺 の航 海事 業 ビ ジ

ネ ス に は,中 国 ・海 峡植 民地 ・ボ ル ネ オ 島,

ラブ ア ン(Labuan)島 を結 ぶ 小 規 模 な蒸 気

船 群 も登 場 した.1855年 に リバ プー ル 建 造 で

イー ス タ ン ・アー チペ ラ ゴ(EasternArchi-

pelago)会 社 保 有 の 鉄 製 ス ク リュ ー 蒸 気 船

経 済 論 集Vo1.XXXII,No.].・2・3・4

「ラ ブ ア ン号(Labuan)」 で ラ ブ ア ン 島=中

国 間 の石 炭 輸 送 か ら入 り,香 港 か ら雑 貨一 般

を持 ち帰 りなが ら1864年 まで活 躍 した.そ の

他1858年 頃,ボ ル ネ オ(Borneo)会 社 所 有

の 「サ ー ・ジ ェ イ ム ズ ・ブ ル ッ ク号 」(Sir

JamesBrook)と 「ジ ェ ネ ラ ル ・ウ ィ リア

ム ズ 号 」(GeneralWilliams)や ワ ッ ト ・

M・ グア ノ(WattMoh.Guano)会 社 所 有

の 「5人 兄 弟 号 」(FiveBrothers)が 活 躍 し

たが,い ず れ もス コッ トラ ン ドで建 造 され た

グ ラ ス ゴ ウ ・リバ プ ー ル 商 人 を介 して現 地在

住 の ス コ ッ トラン ド商 人 の 手 に渡 り,そ して

現 地 商 人へ と渡 って い った.(63)

8.結 び

19世 紀 中葉 までの極 東 ・中国 を含む太平洋

の海上交通 は,ア メ リカの木造船海運会社 が

支配 し,イ ギ リス ・ヨmッ パ海運業者は鉄

製蒸気船 とスエズ運河開通 までは,イ ン ド以

東への影響力 はほ とん どなか った.

それが19世 紀 のイギ リス東 イン ド会社 の独

占的貿易権 の撤廃,自 由貿易 の時代的要 求の

もとにイギ リス資本主義 が イン ドか ら中国 ・

極 東へ 向か う時代 の 中 で,P&0社 を は じ

め とす るス コッ トラン ド系海運業者が地元造

船 業者 と連 動 して,イ ン ド以東 の上 海 ・香

港 ・さらに揚 子江 の河川通 商に活躍 した.そ

の航路の延長線上か ら鎖国の国 ・日本へ と到

来 した.(64)

木造 ク リッパー船の時代 は極め て短期 間に

終 り,木 造船 か ら鉄船,帆 船 か らス クリュー

推力の蒸気船 に移 り,さ らに 巨大船舶化 して

い く.こ の船舶 の近代化 と遠距離航海が陸上

の鉄道ネ ッ トワー ク整備 と鉄 道旅行 の普及が,

イギ リス人の生活様 式 を変 えていった.
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注 目されるのは,ア ジア ・極東に到来 した

船長(キ ャプテ ン)の 役割 であ る.そ の大 半

がス コッ トラン ド人で出発前 に船舶 所有者 と

取 り決め て船舶株 主 とな り,状 況判断に よっ

ては海運業取 り引 きの権 限の他 に船舶 の転 売

や 引退 して現地へ のエイジェン ト化 して企 業

家にな る等 の積極 的な企業者活動 を展開 した.

つ ま り彼 らは現地 での技術 ・商業情報収集 に

優 れ,外 交官 ・現地 官吏 ・商 人 ・技師 との交

友 ネ ッ トワー クあ り,ま た多 くの水 夫 を指

導 ・監督 し海事 ビジネスか ら培 った指導者能

力が評価 され る.(65)

彼 らキャプテンの活躍が,1850年 代 の 中国

の上海や 香港,1860年 代 の長崎 ・神 戸 ・横 浜

等へ進 出 したイギ リス系商館や商社代 理店の

中に見 いだされ,さ らにイン ドを中心 として

オセアニア ・またマ ラヤ半 島,タ イ ・フィ リ

ピン等の通商ネ ッ トワー クの中に見 いだ され

る.(66)

西欧社会 にお いて も,ア ジア研究の再検 討

の動 きは あ る.(67)ま たわが 国 の最 近 の社 会

経済史や経営史の研究学会 での新 しい傾 向 と

して,学 問国際化 の影響 を受 けて,中 国 ・韓

国 をは じめ アジア諸 国の若手研究者が西欧史

観 を脱 して共 にア ジア史学 の構築 を 目指す人

達 の研究発表の増加 であ る.具 体 的には19世

紀 中葉 の上海 ・香港 での,阿 片 ・絹 ・紅茶 ・

香木等 の輸 出 と近代製 品の輸入 をめ ぐり,イ

ギ リス商 人の進出 と中国商入 の対応 をイギ リ

ス資料 に依拠 しなが らも地方資料 を用いなが

ら展開 され る.特 に,揚 子江流域や 黄河流域

の通商,ま た全 く未開拓 の南 アジア通商 も研

究の進展 に期待 され る.
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